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１．本ガイドの効率的な使用方法 

 

本ガイドでは、オフライン(インターネット接続できない環境)で ActiveImage Protector 2022 シリーズ導入に必要な

製品のアクティベーションについて、Podman コンテナを使用する方法の解説をしています。 すべての内容を確認

しても問題はありませんが、必要な部分だけを参照することで効率的に理解可能です。 

 

必要な作業として、AAS を稼働させるマシンに Podman をインストールする必要があります。 

この資料では Linux OS (AlmaLinux 9 の root 権限)で設定をおこなっています。また本資料では、最低限必要なコマ

ンドラインについても解説をおこなっているため、ご参考になれば幸いです。 
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２．Actiphy Authentication Service(AAS)のインストール 

 

1. AlmaLinux 9 をインストールした環境で、インターネットに接続してください。 

 

 

2. root ユーザーでログインします。 

 

3. AIP インストール用の ISO またはインストールメディアを読み込みます。 

 

4. cd コマンドを実行し作業ディレクトリを ISO ファイルまたはインストールメディアへ移動します。 

 

 

5. コマンド「./ AIP-packages-tool.sh」を実行しスクリプトを実行します。 
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6. 起動後、以下のメニューが表示されます。ここでは、メニューの[8]を実行し AAS をインストールします。システ

ムの再起動は不要です。 

 

 

7. インストール完了後、アプリケーション一覧に Google Chrome が追加されます。 
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３．AAS へ接続 

1. Google Chrome で AAS をインストールしたマシンの IP アドレスを入力して、コンテナ起動の AAS に接続しま

す。 

例：https://192.168.xxx.xxx 

 

 

デフォルトのログイン名として、Username : root、Password : root でログインが可能です。 
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2. バンドルファイルを作成するため、以下のようにログイン後 [+] をクリックし、AAS の URL を [コピー] しま

す。 
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４．バンドルファイルの作成 

1. 他のインターネット接続しているマシン、もしくは一時的に AAS 実装マシンからインターネット接続して、コピ

ーした URL へ接続します。 

バンドルファイルの受け取りに使用するメールアドレスを入力し、[検証！]をクリックします。 

 

 

2. URL発行元のAASでアクティベーションしたいプロダクトキーを入力して [プロダクトキーを追加] をクリック

します。 
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3. 追加したプロダクトキーのライセンス数が表示されます。 

URL 発行元の AAS でアクティベーションするライセンスの割当て数を入力後、 [このバンドルにライセンスを割

り当てる] をクリックします。 

 

 

4. 赤枠のチェックボックスにチェックを入れ、ブラウザ左側の [バンドル化！] をクリックします。 

 

 

5. 確認画面が表示されるため、[OK] をクリックします。 

 

 

6. [電子メールを送信！] をクリックしてバンドルファイルをメールで送信します。 

 

 

7. メールで受信したバンドルファイルを AAS 実装マシンの適当な場所にコピーします。 

もしも AAS 実装マシンをインターネットに接続してバンドル化している場合には、ここからインターネット接続

を切っても問題ありません。 
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５．バンドルファイルの登録 

1. AAS 実装 Linux マシンで、AAS に Google Chrome からアクセスし、ログインします。 

 

 

2. [+] をクリックして [ライセンス バンドルを登録] ウィンドウを表示します。 

 

 

3. [参照] をクリックして、取得した [LicenseBundle.aiplicensebundle] を選択します。 
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4. [LicenseBundle.aiplicensebundle] を選択したことを確認して、[OK] をクリックします。 

 

 

5. AAS でバンドルファイルが正常に登録されると、現在登録対象のライセンス詳細などが確認できます。 

 

※製品のアクティベーションについては、各製品のアクティベーションガイドをご参照ください。 
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６．AAS のアンインストール 

1. cd コマンドを実行し作業ディレクトを ISO ファイルまたはインストールメディアへ移動します。 

 

 

2. コマンド「./ AIP-packages-tool.sh」を実行しスクリプトを実行します。 

 

 

3. 起動後、メニューの [9] を実行し ASS をアンインストールします。 

 

 

実行後、「Do you want to remove AAS data?」が表示されるため [y] を入力します。 

 

 

4. 「AAS remove successful.」が表示されればアンインストール完了です。 

 

 

 


